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１．三井化学の経営ビジョン
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経営ビジョン経営ビジョン

企業理念

地球環境との調和の中で、
材料・物質の革新と創出を通して

高品質の製品とサービスを顧客に提供し、
もって広く社会に貢献する

◆人類福祉の増進　　◆株主への貢献　　◆顧客満足の増大

◆地域社会への貢献　　◆従業員の幸福と自己実現

三井化学の経営ビジョン
０３中計進捗状況
「強い三井化学グループ」を目指して
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（０４中計）

合併効果の

早期実現

９７          ９８－００ ０１－０３ ０４－

三井化学グループの
更なる拡大と成長

世界の市場で存在感のある化学企業グループ

経
営
ビ
ジ
ョ
ン

経営
ビジ
ョン
の実
現に
向け
て

強い三井化学を目指した戦略構築

   強い三井化学
   グループ の実現

三井化学グループの成長ストーリー三井化学グループの成長ストーリー

ホップ

ステップ

ジャンプ
（０１中計）

（９８中計）

三
井
化
学
誕
生

三井化学の経営ビジョン
０３中計進捗状況
「強い三井化学グループ」を目指して



5

 ① 強いコア事業の集積

 ② 強固なｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾈｯﾄﾜｰｸ

 ③ 強靭な財務体質

 ④ 強い技術基盤

 ⑤ 強いﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ体制

① 明確な戦略

② 優れた研究開発力

③ ルールの順守

④ 優れたＱＣＤの提供

⑤ パートナーからの信頼

⑥ 透明性の高い経営

⑦ 活力に満ちた企業風土

「強い三井化学グループ」を目指して「強い三井化学グループ」を目指して

Ｓｔｒｏｎｇ Ｅｘｃｅｌｌｅｎｔ

強 い 三 井 化 学
＆

三井化学の経営ビジョン
０３中計進捗状況
「強い三井化学グループ」を目指して
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２．０３中計（０１中計の最終年度）

　　進捗状況
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－三井化学グループの拡大と成長をめざして－
（１）連結経営計画システムの構築と円滑な実行による

     経営目標達成

（２）革新的な企業風土の醸成と三井化学グループとしての

      戦略の一体化

（３）石化・基礎化分野 ： コア事業の一層の重点化を図り、

                                  収益を拡大

（４）機能性材料分野   ： コア事業を選定し、収益を拡大

                               ： 新製品開発の加速

０３中計の使命０３中計の使命

三井化学の経営ビジョン
０３中計進捗状況
「強い三井化学グループ」を目指して

＜統合は見送りとしたが、基本戦略の変更はない＞
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１．拡大・成長

  ・国内石化再構築戦略

       プロピレンセンター化（大阪）

  ・ ＳＣＭの改革

  ・ 海外におけるコア事業展開

２．連結経営の構築

３．環境・安全・品質の確保

０３中計の基本戦略と主要課題０３中計の基本戦略と主要課題

三井化学の経営ビジョン
０３中計進捗状況
「強い三井化学グループ」を目指して



国内石化再構築戦略国内石化再構築戦略

１．脱汎用化
     差別化製品の育成

２．脱エチレン系石化／プロピレン系、芳香族系重点化
     ・ ＯＣＵ導入によるプロピレン増産
     ・ ＰＰ Ｓ＆Ｂ
     ・ クメンの完全自製化

３．分解原料の脱ナフサ化／原料の重質化
     石油精製等、上流との一体化による分解原料の
     多様化

４．川下との統合
     大阪工場内でのＰＰからフィルムの
     一貫生産体制の検討      

拡大・成長を支える触媒科学 ９

三井化学の経営ビジョン
０３中計進捗状況
「強い三井化学グループ」を目指して
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機能性ポリオレフィンの成長機能性ポリオレフィンの成長

ー汎用から差別化、機能性ポリオレフィンへのシフトー

0%

20%

40%

60%

80%

100%

97 98 99 00 01 02

機能製品 差別化品 汎用品
（年度）

1,983 1,779 1,812 1,885 1,853 1,878

:売上高（億円）

◆ 機能性ポリオレフィンが２４％から３３％
     に拡大
◆ 機能性ポリオレフィン
       エラストマー、接着樹脂、
       ＷＡＸ等添加剤関連、ＴＰＸ、
       環状オレフィンコポリマー、
       超高分子量ＰＥ関連、酸コポリマー、
       合成パルプ等
◆ 差別化ポリオレフィン
       ＰＥ：ＨＡＯ－ＬＬＤＰＥ、特殊パイプ銘柄等
       ＰＰ：自動車用途（含コンパウンド）、
             特殊フィルム用途、医療用途等 
◆ 差別化製品→汎用製品の例
        薄肉フィルム用ＨＤＰＥ、Ｃ４－ＬＬＤＰＥ、
        コンテナー用ＰＰコポリマー、
        ＰＰ繊維銘柄 等
            

２４％

３８％

３８％

３０％

３８％

３２％

３３％

３６％

３１％

三井化学の経営ビジョン
０３中計進捗状況
「強い三井化学グループ」を目指して
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プロピレンセンター化

   ・大阪工場におけるＯＣＵ（Ｏｌｅｆｉｎｓ Ｃｏｎｖｅｒｓｉｏｎ Ｕｎｉｔ）

   ・大阪工場のプロピレンセンター化

ポリプロピレンのＳ＆Ｂによるコスト削減

ＳＣＭ（サプライチェーンマネージメント）の改革

プロピレンセンター化
原料オレフィンの強化

ＰＰのＳ＆Ｂ
（３０万トン／年）

製造面の徹底的な
コストダウン

ＳＣＭの改革
物流・充填包装費の
徹底的なコストダウン

ープロピレンを軸にしたコンビナートの構造改革ー

プロピレンセンター化（大阪）①プロピレンセンター化（大阪）①

三井化学の経営ビジョン
０３中計進捗状況
「強い三井化学グループ」を目指して
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エチレン
４５万ｔ

ＯＣＵ（Ｏｌｅｆｉｎｓ Ｃｏｎｖｅｒｓｉｏｎ Ｕｎｉｔ）設置
による原料オレフィンの強化

→

ＯＣＵ設置
（完工・営業運転：０４年８月）

ナ
フ
サ
分
解

ブテン類
１７万ｔ

プロピレン
２８万ｔ

エチレン
４１万ｔ

ブテン類　７万ｔ
◆エチレン４万ｔ、ブテン類１０万ｔ
  を用いてプロピレン１４万ｔを製造

◆ＯＰＣの能力２８万ｔ と合わせて
   大阪でのプロピレン生産能力が
   ４２万ｔに拡大

◆大阪におけるプロピレン 得率
   （プロピレン／エチレン）向上
    ０．６ → １．０

プロピレン
４２万ｔ

プロピレンセンター化（大阪）②プロピレンセンター化（大阪）②

三井化学の経営ビジョン
０３中計進捗状況
「強い三井化学グループ」を目指して
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ＰＰのＳ＆Ｂ
によるコストダウン

３系列２２．８万ｔ／ｙを停止→１系列３０万ｔ／ｙを建設
（完工：０３年９月  営業運転：０４年１月）

クメンの完全自製化
によるフェノール事業強化

クメン　１０万ｔ／ｙ→２８万ｔ／ｙ

（完工・営業運転：０４年８月）

（完成予想図）

プロピレンセンター化（大阪）③プロピレンセンター化（大阪）③

三井化学の経営ビジョン
０３中計進捗状況
「強い三井化学グループ」を目指して
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◆３系列２２．８万トン／年

　 の停止

◆プラントの大型化

◆生産銘柄の極限までの

　 削減（５銘柄）

製造コスト　▲５０億円

ＰＰのＳ＆Ｂ
（３０万トン／年）

充填･包装
の体制の革新

物流体制
の革新

プ
ロ
ピ
レ
ン
セ
ン
タ
ー
化

◆荷姿の統一

◆協力会社体制の一新

◆情報システム

　 （ＳＡＰ導入）

◆物流会社の再編

◆協力会社の一新

◆情報システム

　 （ＳＡＰ導入）

物流コスト　▲７億円

ＳＣＭの改革

プロピレンセンター化（大阪）④プロピレンセンター化（大阪）④

三井化学の経営ビジョン
０３中計進捗状況
「強い三井化学グループ」を目指して
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ＳＣＭの改革ＳＣＭの改革

◆ポリオレフィン事業構造改善計画

◆国内生産拠点競争力強化計画

◆地域連携によるコストダウン計画 

◆物流会社の再編  他

石化再構築コストダウン目標：
３００億円（０５年度末）

大阪工場
ＰＰのＳ＆ＢとＳＣＭの改革

に基づくコスト削減

◆製造コスト：５０億円

◆物流コスト：　７億円

年間５７億円のコストダウン

ＳＣＭ改革の全社展開

三井化学の経営ビジョン
０３中計進捗状況
「強い三井化学グループ」を目指して
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ＰＰコンパウンド

フェノール、ＢＰＡ

ＰＴＡ

ＰＥＴ樹脂

アクリルアマイド（ＡＡＭ）

ペットネシア レジンド

上海三井複合塑料

アモコ三井ＰＴＡ

三井エテリンド ケミカルズ

海外におけるコア事業展開（アジア①）海外におけるコア事業展開（アジア①）

－石化･基礎化学品分野－

ＰＰコンパウンド　＋８千ｔ／ｙ→３万ｔ／ｙ
完工０３年８月、営業運転０３年９月

フェノール　＋５万ｔ／ｙ→２５万ｔ／ｙ
営業運転０２年１１月

ＢＰＡ　＋７万ｔ／ｙ→２１万ｔ／ｙ
営業運転０３年１月

ＰＴＡ　＋１０万ｔ／ｙ→９０万ｔ／ｙ
完工・営業運転０４年２月

ＡＡＭ　＋５千ｔ／ｙ→１２，０００ｔ／ｙ
営業運転０２年１０月

タイＰＥＴレジン

龍山三井化学

サイアム三井ＰＴＡ

グランド サイアム コンポジッツ

三井ビスフェノール シンガポール

三井フェノール シンガポール

ＰＥＴ樹脂　１０万ｔ／ｙ新設
完工０３年１２月　営業運転０４年４月

１6

三井化学の経営ビジョン
０３中計進捗状況
「強い三井化学グループ」を目指して
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タイ三井スペシャルティー ケミカルズ

錦湖三井化学

久聯化学

天寰ポリウレタン：天津

コスモ ポリウレタン インドネシア

ＭＴＫケミカルズ

マラヤン アドヒーシブ＆ケミカルズ

アルジュナ ウータマ キミア

海外におけるコア事業展開（アジア②）海外におけるコア事業展開（アジア②）

－機能性材料分野－

ウレタン

エラストマー

不織布

接着剤、製紙材料、塗料用樹脂

タフマー　１０万ｔ／ｙ新設
営業運転０３年４月

不織布　１４，０００ｔ／ｙ新設　
営業運転０３年２月

天寰ポリウレタン：蘇州

三井エラストマーズ シンガポール

三井ハイジーン マテリアルズ

包装用接着剤　８，０００ｔ／ｙ新設
完工０３年７月 営業運転０３年１１月

コスモ サイエンテックス

三井化学の経営ビジョン
０３中計進捗状況
「強い三井化学グループ」を目指して
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98 99 ００ ０１ ０２ ０３計
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計１，７２６

計１，９００ 計１，９０５

計２，３７８
海
外
売
上
高
（
億
円
）

海
外
売
上
高
比
率
（
％
）

輸出

海外生産

海外売上高比率

（年度）

海外売上高推移海外売上高推移

ーグローバル化がダイナミックに進展ー

年率＋１９％

計３，１４０

計３，４８７

◆ ０１年度より加速度的に海外売上高が増加
◆海外売上高の加速度的な増加への海外生産の寄与が大きい

三井化学の経営ビジョン
０３中計進捗状況
「強い三井化学グループ」を目指して
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石化・基礎化

機能性材料

海外生産営業利益推移海外生産営業利益推移

ー海外生産による利益が大幅に拡大ー

年率＋７８％

◆０２年度営業利益が、０１年度比７７億円増加 （ＰＴＡ、ＰＰコンパウンド他）

◆石化・基礎化では、ＰＰコンパウンド、ＰＴＡ、フェノールを中心に利益が拡大

◆機能性材料では、エラストマー、不織布を中心に利益が拡大

（年度）

三井化学の経営ビジョン
０３中計進捗状況
「強い三井化学グループ」を目指して
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三井化学
第１回
三井化学
第１回 触媒科学国際シンポジウム触媒科学国際シンポジウム

－ 重 合 触 媒 最 前 線 －

開催日／２００３年３月１７～１８日

会　 場／かずさアカデミアホール

参加者／１，１００名

The First Mitsui Chemicals International Symposium on Catalysis Science (MICS2003)

ノーベル賞受賞者の野依教授、Ｌｅｈｎ教授を始め１２名の

内外の重合触媒の第一人者による講演を実施。

拡大・成長を支える触媒科学拡大・成長を支える触媒科学

三井化学の経営ビジョン
０３中計進捗状況
「強い三井化学グループ」を目指して
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３．「強い三井化学グループ」

　　を目指して
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２００７年の企業像２００７年の企業像

三井化学の経営ビジョン
０３中計進捗状況
「強い三井化学グループ」を目指して

売上高（億円）
経常利益（億円）

経常利益

売上高

ＲＯＳ目標
：８％

－０３中計を達成し、０４中計に繋ぎ込むー

年率＋４％

年率＋１４％

０１ ０２ （年度）

０
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  １．さらなる「選択と集中」

  ２．経営機構の改革

  ３．ＳＡＰ Ｒ／３の全社展開

  ４．財務体質の強化

       ・有利子負債１３００億円の削減

      ・会計処理の変更

  ５．人員計画

      ・ ０３年度末  ８，９５０人達成

  ６．新しい人事･賃金制度の構築

重要課題重要課題

０３年度 ０４年度

○

○

○

○

○

○

○

○：実施

三井化学の経営ビジョン
０３中計進捗状況
「強い三井化学グループ」を目指して
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重点課題 コア事業

石化
・石化の再構築

・プロピレンセンター化の推進

・石化原料

・ＬＬＤＰＥ

・ポリプロピレン

基礎化学品 ・アロマーチェーンのアジア展開の推進

・テレフタル酸

・ペット樹脂

・フェノール

・ビスフェノール

・アマイド系

機能性樹脂
・エラストマー事業のアジア拡大展開

・ウレタン事業のアジア戦略

・エラストマー

・機能性ディスパージョン

・ウレタン原料

・ウレタン樹脂

機能化学品
・電子情報材料事業の拡大戦略

・農業化学品事業の拡大戦略

・衛生材料

・半導体材料

・電子回路材料

・精密薬品

・ヘルスケア

さらなる「選択と集中」さらなる「選択と集中」

◆ コア事業のさらなる絞り込み
◆ 新製品開発の加速

三井化学の経営ビジョン
０３中計進捗状況
「強い三井化学グループ」を目指して
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経営機構の改革経営機構の改革

－ 経営のスピードの確保と活力に満ちた経営風土の実現 －

１．取締役の削減と執行役員制の導入
     意思決定のスピードアップと監督機能の強化
        ・取締役の半減（２９名→１４名）
        ・執行役員制の採用

２．事業グループ制の導入
     従来の事業部門制をより強化した事業グループ制
        ・石化事業グループ
        ・基礎化学品事業グループ
        ・機能樹脂事業グループ
        ・機能化学品事業グループ

三井化学の経営ビジョン
０３中計進捗状況
「強い三井化学グループ」を目指して
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事業グループ制の基本構造事業グループ制の基本構造

コーポレート

生産技術

◆事業グループ長へ責任と権限を委譲
◆コーポーレート研究と各事業グループ研究が有機的に連携する

コ ー ポ  レ ー ト 研 究 所

研究所 研究所 研究所 研究所

工場 工場 工場 工場

事
業
Ｇ

石
化

事
業
Ｇ

基
礎
化
学
品

事
業
Ｇ

機
能
樹
脂

事
業
Ｇ

機
能
化
学
品

事業グループ戦略

機
能
別
戦
略 研究開発

三井化学の経営ビジョン
０３中計進捗状況
「強い三井化学グループ」を目指して
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マテリアルサイエンス研究所

事業グループ研究所とコーポレート研究所事業グループ研究所とコーポレート研究所

生産技術研究所

基
礎
化
学
品
研

機
能
樹
脂
研

機
能
材
料
研

機
能
化
学
品
研

事
業
グ
ル
ー
プ
研
究

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
研
究

石
化
研

触媒科学研究所

◆ 事業グループ研究：事業グループの事業活動の維持・強化・拡大に資する製品の開発及び関連する研究開発
◆ コーポレート研究  ：・既存プロセス改良と新規プロセスの開発
                                ・次世代材料及び先端分析物性に係る研究
                                ・触媒科学及び新規合成技術に係る研究

三井化学の経営ビジョン
０３中計進捗状況
「強い三井化学グループ」を目指して
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6,839
6,515

5,290 5,215

41.4
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52.7

4,000

5,000

6,000

7,000
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9,000

10,000

97年度末 00年度末 02年度末 03年度末

34.0

36.0

38.0

40.0

42.0

44.0

46.0

48.0

50.0

52.0

有利子負債 有利子負債比率

0

財務体質の強化財務体質の強化

ー有利子負債の削減計画ー
◆ ３年間（００年度末～０３年度末）で１，３００億円を削減

0.74 0.73 0.83 0.90総資産回転率

有利子負債

（億円）

有利子負債比率

（％）

三井化学の経営ビジョン
０３中計進捗状況
「強い三井化学グループ」を目指して

0
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11,861

10,715

8,950

7,006

5,386

4,763

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

11,000

12,000

13,000

９７年度末 ００年度末 ０３年度末

本体＋出向 本体

（人）

人員計画人員計画

△2,911

◆ 在籍人員（本体+出向）は２５％（２，９１１人）を削減　［９７年度末→０３年度末］

三井化学の経営ビジョン
０３中計進捗状況
「強い三井化学グループ」を目指して

0
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心機一転

汐留シティセンターへ

１７～２２Ｆの６フロアー

２００３年内に移転



お問合わせ先  ：  ＩＲ・広報室
電             話  ：  ０３－３５９２－４０６０
Ｆ   Ａ   Ｘ         ：  ０３－３５９２－４２１１
ホームページ   ：  http://www.mitsui-chem.co.jp



＜ 添 付 資 料 ＞



営業・運営・提携の開始、企業化など営業運転開始

品目 所在地 能力増 完工 営業運転 ９８年度 ９９年度 ００年度 ０１年度 ０２年度 ０３年度 会社略称

石化原料
大阪 ８万ﾄﾝ/年 99年８月 99年８月 ＯＰＣ

京葉 ９万ﾄﾝ/年 99年12月 00年２月 ＫＥＣ

大阪 （完全子会社化） （00年３月） ＯＰＣ

市原 （単独運営） （01年10月）

市原・大阪 （最適運営） （01年10月）

ﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｾﾝﾀｰ化 大阪 14万ﾄﾝ/年 04年８月 04年８月

ポリオレフィン
（事業統合） （営業開始） （02年４月） ＳＭＰＯ

ＰＥ 市原 20万ﾄﾝ/年 97年12月 98年４月 日本ＥＶＬ

ＰＰ 市原・大阪 （設備譲渡） （99年４月） ＧＲＰ

ＰＰ 市原・大阪 （完全子会社化） （01年９月） ＧＲＰ

ＰＰ 大阪 30万ﾄﾝ/年 03年９月 04年１月

ＰＰｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ 北米 ５千ﾄﾝ/年 99年８月 99年８月 ＣＣＴ

ＰＰｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ（買収） 北米 55千ﾄﾝ/年 02年５月 ＡＴＣ

ＰＰｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ（統合） 北米 （営業開始） （03年１月） ＡＣＩ

ＰＰｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ（移管） 欧州 （営業開始） （02年７月） ＭＣＩ－Ｅ

ＰＰｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ タイ ６千ﾄﾝ/年 02年９月 02年９月 ＧＳＣ

ＰＰｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞ タイ ８千ﾄﾝ/年 03年12月 03年12月 ＧＳＣ

石化事業部門の拡大・成長石化事業部門の拡大・成長

添付資料



品目 所在地 能力増 完工 営業運転 ９８年度 ９９年度 ００年度 ０１年度 ０２年度 ０３年度 会社略称

ＰＴＡ
岩国大竹 ６万ﾄﾝ/年 01年９月 01年10月
インドネシア ５万ﾄﾝ/年 00年３月 00年３月 ＡＭＩ
インドネシア ３万ﾄﾝ/年 03年10月 03年10月 ＡＭＩ
タイ ５万ﾄﾝ/年 00年11月 00年11月 ＳＭＰＣ
タイ 40万ﾄﾝ/年 02年７月 02年８月 ＳＭＰＣ
タイ 10万ﾄﾝ/年 04年２月 04年２月 ＳＭＰＣ

ＰＥＴ
岩国大竹 15千ﾄﾝ/年 02年３月 02年４月

（買収） 防府 24千ﾄﾝ/年 （99年８月）

防府 16千ﾄﾝ/年 02年２月 02年２月
インドネシア 25千ﾄﾝ/年 01年11月 01年12月 ＰＮＲ
タイ 10万ﾄﾝ/年 03年12月 04年４月 　ＴＰＲＣ

新触媒PET（企業化） （02年９月）

フェノール
シンガポール 20万ﾄﾝ/年 01年３月 01年８月 ＭＰＨＳ
シンガポール ５万ﾄﾝ/年 02年11月 02年11月 ＭＰＨＳ

ＢＰＡ
シンガポール ７万ﾄﾝ/年 99年３月 99年９月 ＭＢＳ
シンガポール ７万ﾄﾝ/年 01年10月 02年２月 ＭＢＳ
シンガポール ７万ﾄﾝ/年 02年10月 03年１月 ＭＢＳ

ＥＯＧ
（ＥＯ再稼動） 市原 114千ﾄﾝ/年 （00年８月）

ＡＡＭ
韓国 ５千ﾄﾝ/年 02年１月 02年10月 ＹＭＣＩ

（統合） 韓国 （03年１月） ＹＭＣＩ

営業運転開始 営業・運営・提携の開始、企業化など

基礎化学品事業部門の拡大・成長基礎化学品事業部門の拡大・成長
添付資料



営業運転開始 営業・運営・提携の開始、企業化など

品目 所在地 能力増 完工 営業運転 ９８年度 ９９年度 ００年度 ０１年度 ０２年度 ０３年度 会社略称

エラストマー
タフマー 岩国大竹 ２万ﾄﾝ/年 00年６月 00年６月
タフマー シンガポール 10万ﾄﾝ/年 02年11月 03年４月 　ＭＥＬＳ

特殊樹脂
ＴＰＸ 岩国大竹 400ﾄﾝ/年 99年６月 99年７月
ＴＰＸ 岩国大竹 500ﾄﾝ/年 02年６月 02年６月

機能性ﾃﾞｨｽﾊﾟｰｼﾞｮﾝ
新ﾎﾌﾏﾝPAM（企業化） （02年10月）

情報印刷印字材料（企業化） （03年５月）

添加材料
ＷＡＸ 岩国大竹 １万ﾄﾝ/年 99年６月 99年７月

LACEA
（事業提携） （提携開始） （01年９月）

（企業化） （02年４月）

ウレタン
（事業統合） （営業開始） （01年４月） ＭＴＣＩ

ＭＤＩ 韓国 ２万ﾄﾝ/年 00年12月 01年１月 ＫＭＣＩ
ＴＤＩ 大牟田 ２万ﾄﾝ/年 99年６月 03年７月
ＴＤＩ 鹿島 ６万ﾄﾝ/年 03年６月 03年７月 ＭＴＣＩ

レジンプレミックス 中国 ４千ﾄﾝ/年 98年12月 99年１月 ＴＣＰＣ

機能樹脂事業部門の拡大・成長機能樹脂事業部門の拡大・成長

添付資料



営業運転開始 営業・運営・提携の開始、企業化など

品目 所在地 能力増 完工 営業運転 ９８年度 ９９年度 ００年度 ０１年度 ０２年度 ０３年度 会社略称

不 織布
四日市 ９千 ﾄﾝ/年 00年６月 00年７月 ｻﾝﾚｯｸｽ
タイ 14千 ﾄﾝ/年 02年９月 03年２月 ＭＨＭ

建設 資材
ＬＦＰ（企業化） （00年５月）

機 能ﾌｨﾙﾑ・ｼｰﾄ
ＰＰ延伸フィルム 徳島 ２万 ﾄﾝ/年 02年４月 02年４月 東セロ

半導体 材料
（販売会社） 台湾 （営業開始） （01年７月） ＴＭＣＩ

ＮＦ３ 下関 50 ﾄﾝ/年 00年８月 00年８月
ＮＦ３ 下関 300 ﾄﾝ/年 01 年11月 01 年11月
ＮＦ３ 米国 25 ﾄﾝ/年 00年２月 00年３月 ＡＤＣ
ＮＦ３ 米国 100 ﾄﾝ/年 01年３月 01年３月 ＡＤＣ

高純度ＨＩ（企業化） （01年４月）

窒化 アルミ（企業化） （02年７月）

電子回路 材料 　 　 　
ネオフレックス 名古屋 ５0万㎡/年 99年２月 99年２月

ﾈｵﾌﾚｯｸｽ（ＪＶ設立） （営業開始） （00年１月） ＰＬＳ
ＡＭＳ（企業化） （01年５月）

ＡＭＳ基板 厚木 300万個/月 01 年12月 02年４月 ﾌﾟﾘﾝﾃｯｸ

表示 材料
PDPﾌｨﾙﾀｰ（企業化） （01年４月）

FPD材料（企業化） （02年10月）

トナー材料
英国 ２千 ﾄﾝ/年 02 年12月 02 年12月 ＩＰＥ

半 導体レーザ
ﾚー ｻﾞﾁｯﾌﾟ（ＪＶ設立） （営業開始） （02年４月） MCﾌｧｲﾃﾙ

農業化 学品
ソイリーン （販売開始） （99年12月）

スタークル （販売開始） （02年５月）

ヘルスケア
MR-８（企業化） （99年４月）

MR-10（企業化） （99年10月）

シンビット（企業化） （99年９月）

触媒
ＭＥ触媒（企業化） （02年10月）

機能化学品事業部門の拡大・成長機能化学品事業部門の拡大・成長
添付資料



（万トン）

伸長率：＋９％／年

フェノール需要（アジア）

（年度）

地域別

用途別

日本 アジア

ＢＰＡ フェノール樹脂 その他

◆ アジア市場では年率８％の伸長率を示す

◆ ＢＰＡ向け用途は年率１２％の伸長率を示し、大きな成長が
    期待できる
◆ 国内需要伸びは期待できない

フェノール生産能力

◆ ＢＰＡの需要拡大に対応したフェノールプラントをシンガポールに建設

  ◆ フェノールの生産能力は７５万㌧/年で２位以下を大きく離しアジアNo.1

　 　・２位グループの南亜､三菱に対する相対シェア３.５

　　 ・アジアでの総生産能力の３８％

（万トン）
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ＢＰＡ需要（アジア）

伸長率：＋１０％／年

（当社推定）地域別

用途別

日本 アジア

ＰＣ エポキシ その他

ＢＰＡ生産能力

（万トン）

◆ ＢＰＡの生産能力は４２万㌧/年で２位以下を大きく
     離しアジアNo.1

　 　・２位グループの南亜､三菱に対する相対シェア２.１

　　 ・アジアでの総生産能力の３２％◆ 日本を含めたアジア市場では年９％の伸長率を示す

◆ ポリカーボネート向け用途は年率１０％の伸長率を示し、
     大きな成長が期待できる

◆ 国内需要伸びは期待できない
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（年度）

伸長率：＋６％／年

◆２００３年度でPTA用途のうち、繊維用途は約８０％

地域別 日本 中国 その他

繊維 ペットボトル フィルム他用途別

ＰＴＡ生産能力

（万トン）

◆２００３年以降における各拠点の拡充計画

・２００３年     岩国：＋６万ｔ， ＡＭＩ：＋３万ｔ

・２００４年　  ＳＭＰＣ増強計画：＋１０万ｔ

・２００６年     ＳＭＰＣ増強計画：＋５０万ｔ

・２００８年     新設検討中：＋６０万ｔ

◆  ＳＰＣからの撤退により、トータル生産能力は減少するものの、

     出資割合生産能力は維持、増加する。

ＰＴＡの需給ＰＴＡの需給

添付資料

伸長率（０１～０７）

アジア      ７％
中国      １２％

赤字は出資割合生産量を示す

ＰＴＡ需要（アジア）
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◆ タイにおけるＰＥＴ樹脂企業化
    社名：Ｔｈａｉ ＰＥＴ Ｒｅｓｉｎ Ｃｏ．，Ｌｔｄ
    能力：１０万トン／年
    スケジュール      着工：０２年９月
                                完工：０３年１２月末
                                営業運転開始：０４年春
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ポリウレタン需要（アジア）

伸長率：＋７％／年

◆ アジアのウレタン市場は年７％で拡大
◆ 特に中国は年１０％で市場が拡大

（万トン）

（年度）

（当社推定）

◆ タイミングの良い設備投資
        ＴＤＩ：０３年度鹿島にて＋６万トン増強

ポリウレタン生産能力（万トン）

ポリウレタンの需給ポリウレタンの需給
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エラストマー需要（世界）
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（年度）

◆ エラストマーの市場は世界で年４％伸長

◆ 用途は主として自動車部品用加硫ゴム、
    軟質樹脂、並びにポリオレフィン樹脂改質材

伸長率：＋４％／年

（出典：ＩＩＳＲＰ）

エラストマー生産能力

◆ ２００３年：
     ①タフマーを中心としたエラストマープラントをシンガポール
        MELSに建設 （０２年１１月：完工、０３年４月：営業運転開始）
     ②ＭＥＬＳ稼動の国内生産能力は、１０万ｔ／年（市原工場）
◆ ２００７年：
      ＥＰＴを中心としたエラストマープラント（７万ｔ／年）をＭＥＬＳ
      に新設（０６年１２月：完工、０７年４月営業運転開始）

（万トン）

エラストマーの需給エラストマーの需給

添付資料
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